
霧島山（新燃岳）の噴火に伴う空振による 

被害調査（速報） 
平成 23 年 3 月 9 日 
鹿児島地方気象台 

 
 平成23年2月1日、霧島山（新燃岳）の爆発的噴火により大きな空振（458.4Pa）に

より、霧島市内では窓ガラスが割れるなど多数の被害が発生しました。このため、鹿

児島地方気象台は2月1日と2日に霧島市役所の協力を得て被害状況を調査しました。 
 
１．被害の状況 
 霧島市役所の調べ（2 月 11 日現在）によると、窓ガラスの破損などの被害は新燃

岳火口の南側から南西側に集中し、遠い所では約 12 ㎞離れた建物でも被害が出てい

ます。窓ガラスの破損等被害件数は 215 件となっています。 
 窓ガラス等の破損は、普通ガラスや網入りガラスで起こり、強化ガラスの窓やドア

では枠が変形するなどの被害となっていました。ガラス片は最大およそ８ｍ飛散し、

ある建物では破片が対面する壁に刺さったとの聞き取り事例もありました。破損した

窓ガラス等の向きは、新燃岳の方向に面した所で多くの被害が出ていますが、反対側

や別な向きでも被害が発生しています。 
一方、「カーテンを閉めていたのでガラスの飛散はなかった」、｢空振は体感しなか

った｣との話もありました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜被害の特徴＞ 

☆ 新燃岳火口の南側から南西方向に被害が広がっており、火口から約 12

㎞離れた建物でも被害があった。 

☆ 窓ガラスの破損も多数（381 枚）で、網入りガラスの被害もあった。 

☆ 強化ガラスの窓やドアでは、枠が変形するなどの被害があった。 

☆ 破損した窓は山側（新燃岳）の方向に面しているだけでなく、反対側な

ど別な方向にも見られる。 

☆ ガラス片が最大およそ８ｍ飛散したところもあった。 

☆ 「カーテンを閉めていたので飛散がなかった」と、複数の話があった。 



２．空振及び被害の分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

2011年２月１日 空振の聞き取り調査結果（熊本、宮崎、鹿児島） ：空振あり  ：空振なし 
 

空振による被害地域拡大地図（霧島市の被害集計より）     ：空振による被害箇所 
 

「空振あり」とは、 

空気振動により窓や扉な

どがガタガタと揺れたり、

体感した場合 



         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【新燃岳の爆発的噴火の一覧】 
 

空振計の観測所（湯之野）：新燃岳南西 3ｋｍ 


